
誰一人取り残すことなく、一人ひとりが価値ある存在であるすべての子どもたち

に、心身ともに安全で安心な教育環境を提供し、その中で子どもたちが、生命の尊
厳への理解を前提として、「自由の相互承認」に対する理解を深めることで、自己
肯定感を高めるとともに、他者との信頼・協働関係を育みながら、自らの責任にお
いて行う選択と行動により、幸せに生きる力を育んでいきます。

教職員が、一人ひとりの子どもとより深く向き合うことができるようになること

で、学校が子どもと教職員のお互いの信頼関係に支えられた、温かい対話と空間の
ある場所となり、失敗を許容し挑戦を奨励する、学ぶ喜びに満ちた場所となってい
きます。
教職員自身の自己研鑽などに資する時間を確保するとともに、教職員同士が連携

し、子どもたちにより深く向き合うことができるようにするため、学校業務改革を
推進していきます。

教育は、学校・教職員だけの力で成し得るものではありません。家庭・地域の皆

様にも、子どもの教育の当事者としての役割と責任を担っていただきながら、コ
ミュニティ・スクールをはじめとする多様な地域資源（組織、人材、場所など）を
活用し、様々な人の繋がりの中で子どもの居場所、挑戦を促す場づくり、教育を基
盤としたまちづくりに取り組んでいきます。
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